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SH7231グループ 
ディープソフトウェアスタンバイモード使用例 

要旨 
本アプリケーションノートでは、SH7231の低消費電力モードの機能のひとつである、ディープソフトウェ

アスタンバイモードについて説明しています。 

 

対象デバイス 
SH7231 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合は、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。 
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1. 仕様 
本アプリケーションノートではディープソフトウェアスタンバイモードへの遷移と解除を行います。遷移

には外部割り込み端子 IRQ0 を使用し、解除には外部割り込み端子 IRQ1 を使用します。 

サンプルコードでは、コンペアマッチタイマ（以下、CMT）の CMI0 割り込みによりポート G を制御し、
LED0～LED3 を点滅させています。 

表 1.1に 使用する周辺機能と用途を、図 1.1に使用する周辺機能のブロック図を示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
低消費電力モード制御 ディープソフトウェアスタンバイモード遷移／解除 
ピンファンクションコントローラ（PFC） 使用端子（ポート G）の機能および入出力設定 
I/O ポート ポート G 出力設定 
割り込みコントローラ（INTC） IRQ（IRQ0、IRQ1）および CMT（チャネル 0）の制御 
コンペアマッチタイマ（CMT） ポート G 制御（LED 点滅）タイマ 
 
 

 

PFC

CMT CPU

ポート出力制御

初期設定

初期設定

低消費電力モード制御
ディープソフトウェア

スタンバイモード遷移／解除

SLEEP命令

SSRI割り込み

要求信号

INTC

割り込み

受信通知

IRQ0割り込み

CMI0割り込み

要求信号I/O
ポート

PG8
　～PG11出力

機能／入出力設定

IRQ1割り込み
IRQ入力
PG0/IRQ0
PG1/IRQ1

ポートG

初期設定

ディープソフトウェア

スタンバイモード遷移

ディープソフトウェア

スタンバイモード解除

初期設定

 

図 1.1 使用する周辺機能のブロック図 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン SH7231 
使用デバイス なし 
動作周波数 メインクロック：100MHz 

バスクロック：50MHz 
周辺クロック：50MHz 

動作電圧 Vcc: 3.3V 
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

High performance Embedded Workshop Ver.4.08.00 
ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 
C/C++コンパイラパッケージ Ver.9.04 Release 00 

C コンパイラ 

コンパイルオプション 
-cpu=sh2afpu -fpu=single 
-include="$(WORKSPDIR)¥inc","$(WORKSPDIR)¥src¥common" 
-object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -gbr=auto -chgincpath 
-errorpath -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0 
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo 

動作モード シングルチップモード 
サンプルコードのバージョン 1.00 
使用ボード R0K572310C000BR 
 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

• SH7231 グループ 初期設定例（R01AN0322JJ） 
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4. 周辺機能説明 
低消費電力モード、割り込みコントローラ（以下、INTC）、コンペアマッチタイマ（以下、CMT）につい

て説明します。基本的な内容はSH7231グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編に記載しています。 

 

4.1 低消費電力モード 
低消費電力モードには次のようなモード、機能があります。 

1. スリープモード 

2. ソフトウェアスタンバイモード 

3. ディープソフトウェアスタンバイモード 

4. モジュールスタンバイ機能 
 
本アプリケーションノートで説明するディープソフトウェアスタンバイモードは、遷移すると CPU、キー

スキャンコントローラ（以下、KEYC）および 32kHz タイマ（以下、TIM32C）以外の内蔵周辺機能、高速内
蔵 RAM および発振器が停止し、さらにこれらの内部電源の供給を停止しますので、消費電力は著しく低減
されます。 

このとき、CPU、KEYC および TIM32C 以外の内蔵周辺機能のレジスタ内容、高速内蔵 RAM のデータは
すべて不定となりますが、保持用内蔵 RAM のデータは設定により保持することが可能です。 

ディープソフトウェアスタンバイモードの解除には、外部割り込み端子（以下、NMI、IRQ0～IRQ9）、KEYC、
TIM32C からの割り込み、および RES 端子を使用することが出来ます。 

解除要因の割り込みは低消費電力割り込み（SSRI）要求信号として INTC 側に伝えられます。また、割り
込み優先レベルを設定することが出来ます。 

 

4.2 割り込みコントローラ（INTC） 
INTC は、割り込み要因の優先レベルを判定し CPU への割り込み要求を制御します。 

各割り込みに割り当てられたレジスタにユーザが設定した優先レベルに従い、割り込み要求が処理されま
す。 

本アプリケーションノートでは、IRQ0、IRQ1、CMI0 の割り込みを使用しています。 

 

4.3 コンペアマッチタイマ（CMT） 
SH7231 は、2 本の 16 ビットタイマにより構成される CMT を内蔵しています。CMT は 16 ビットのカウン

タを持ち、設定した周期ごとに割り込みを発生させることができます。 

本アプリケーションノートでは、コンペアマッチカウンタ 0（CMCNT_0）とコンペアマッチコンスタント
レジスタ 0（CMCOR_0）とのマッチ時に発生するコンペアマッチ割り込み 0（以下、CMI0）により、周期的
に LED を点滅します。 
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5. ハードウェア説明 

5.1 使用端子一覧 
表 5.1に 使用端子と機能を示します。 

 
表 5.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
PG0/IRQ0 入力 ディープソフトウェアスタンバイモードへの遷移トリガ 

（使用ボード上の SW2） 
PG1/IRQ1 入力 ディープソフトウェアスタンバイモードの解除 

（使用ボード上の SW3） 
PG8 出力 使用ボード上の LED0 の点滅 
PG9 出力 使用ボード上の LED1 の点滅 
PG10 出力 使用ボード上の LED2 の点滅 
PG11 出力 使用ボード上の LED3 の点滅 
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6. ソフトウェア説明 

6.1 動作概要 
図 6.1に 動作とデータコピーの関係図を示します。 

① 起動時、メイン関数に入ったところで、割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモードからの

復帰時の起動かどうかを判定します。 
② 解除割り込みによる起動と判定すると、解除処理関数によりディープソフトウェアスタンバイモード制

御設定をクリアし解除要因の設定をクリアします。その後、保持用内蔵 RAM にある LED 点滅用パター

ンデータを高速内蔵 RAM にコピーします。 
③ 解除割り込みによる起動でない場合は、内蔵 ROM にある LED 点滅用パターンデータを高速内蔵 RAM

にコピーします。 
④ その後、初期設定を経てメインループに入り、CMI0 による定周期タイマ割り込みにて、高速内蔵 RAM

にコピーした LED 点滅用パターンデータを使いポート G の制御（LED の点滅）を繰り返します。 
⑤ IRQ0 入力（立ち下がりエッジ）が検出されると、ディープソフトウェアスタンバイモード遷移処理を

開始します。高速内蔵 RAM にある LED 点滅用パターンデータを保持用内蔵 RAM にコピーし、ディー

プソフトウェアスタンバイモードに入ります。 
⑥ ディープソフトウェアスタンバイ中に IRQ1 入力（立ち下がりエッジ）が検出されると、ディープソフ

トウェアスタンバイモードを解除し、パワーオンリセット処理に戻ります。 
 

 メインループ

内蔵ROM

高速内蔵RAM

保持用内蔵RAM

初期設定

CMI0の割り込みによる

ポートG制御(LED点滅)

ディープソフトウェア
スタンバイモードへ遷移

（高速内蔵RAMから

保持用内蔵RAMへコピー）

IRQ0入力あり?

データコピー指示

データコピー指示

起動

解除割り込みでの起動?

解除処理実行
（保持用内蔵RAMから

高速内蔵RAMへコピー）

初期処理実行
（内蔵ROMから

高速内蔵RAMへコピー）

データコピー指示

点滅パターン
データを使用

2 3

4

Yes

Yes

No

No

5

6

ディープソフトウェア
スタンバイモード中

ディープソフトウェアスタンバイ
モード解除要因入力
IRQ1, NMI, Reset

1

 

図 6.1 動作とデータコピーの関係図 
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6.2 ファイル構成 
表 6.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル

は除きます。 

 
表 6.1 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 
main.c メインモジュール 初期設定、割り込み例外処理 
 
 
 

6.3 定数一覧 
表 6.2に サンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表 6.2 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
LED_DATA_NUM 8 LED 点滅データ数、配列宣言やカウンタの最大値としても使用

BACKUP_RAM_TOP H’FFFD 8000 保持用内蔵 RAM 先頭アドレス 
 
 
 

6.4 セクション一覧 
表 6.3に サンプルコードで追加したセクションを示します。 

 
表 6.3 サンプルコードで追加したセクション 

セクション名 設定値 内容 
WriteData H’FFF8 0000 高速内蔵 RAM の LED 点滅パターンデータ変数 
BackupRAM H’FFFD 8000 保持用内蔵 RAM の LED 点滅パターンデータ変数 
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6.5 変数一覧 
表 6.4に グローバル変数を、表 6.5に const型変数を示します。 

 
表 6.4 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 
unsigned char g_cnt_led_blink LED 点滅データのカウント数 INT_CMT_CMI0 
unsigned short g_buf_cmt_LedPatternWork 

 [LED_DATA_NUM] 
高速内蔵 RAM 上の LED 点滅

データ記憶領域 
main、 
INT_CMT_CMI0、 
cancel_deep_standby、
INT_IRQ0 

unsigned short g_buf_cmt_LedPatternMem 
 [LED_DATA_NUM] 

保持用内蔵 RAM 上の LED 点滅

データ記憶領域 
cancel_deep_standby、
INT_IRQ0 

 
 

表 6.5 const 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
unsigned short g_const_cmt_LedPattern

 [LED_DATA_NUM] 
LED 点滅用パターンデータ main、 

cancel_deep_standby、
INT_IRQ0 

 
 
 

6.6 関数一覧 
表 6.6に 関数一覧を示します。 

 
表 6.6 関数一覧 

関数名 概要 
main メイン処理 
io_init_pfc ピンファンクションコントローラ初期設定 
io_init_cmt コンペアマッチタイマ初期設定 
io_init_irq IRQ 初期設定 
goto_deep_standby ディープソフトウェアスタンバイモード遷移処理 
cancel_deep_standby 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモード復帰後の処理 
INT_IRQ0 IRQ0 割り込み処理（ディープソフトウェアスタンバイモード遷移） 
INT_CMT_CMI0 CMI0 割り込み処理（ポート G 制御） 
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6.7 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

main 
概 要 メイン処理 
ヘッダ  
宣 言 void main(void) 
説 明 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモード復帰時の起動かどうかを判

定し、そうであれば解除処理関数を実行します。そうでなければ、内蔵 ROM にある

LED 点滅用パターンデータを高速内蔵 RAM にコピーします。その後、各初期設定処

理関数を実行してメインループに入ります。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_init_pfc 

概 要 ピンファンクションコントローラ初期設定 
ヘッダ  
宣 言 void io_init_pfc(void) 
説 明 ポート G の I/O 設定と IRQ0、IRQ1 の入力を設定します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_init_cmt 

概 要 コンペアマッチタイマ初期設定 
ヘッダ  
宣 言 void io_init_cmt(void) 
説 明 コンペアマッチタイマ（チャネル 0）のレジスタ設定をします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_init_irq 

概 要 IRQ 初期設定 
ヘッダ  
宣 言 void io_init_irq(void) 
説 明 IRQ0 の検出エッジと割り込み優先レベルの設定をします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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goto_deep_standby 

概 要 ディープソフトウェアスタンバイモード遷移処理 
ヘッダ  
宣 言 void goto_deep_standby(void ∗ dest, void ∗ src, size_t size) 
説 明 高速内蔵 RAM 上にある LED 点滅用パターンデータを保持用内蔵 RAM にコピーした

後、ディープソフトウェアスタンバイモード用の各種レジスタを設定し遷移します。

引 数 void ∗ dest ：コピー先の領域の先頭番地 
 void ∗ src ：コピー元の領域の先頭番地 
 size_t size ：コピーするデータサイズ 

リターン値 なし 
 
 
cancel_deep_standby 

概 要 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモード復帰時処理 
ヘッダ  
宣 言 void cancel_deep_standby(void) 
説 明 ディープソフトウェアスタンバイモード解除要因として IRQ1 が判定されると、保持

用内蔵 RAM にある LED 点滅用パターンデータを高速内蔵 RAM にコピーします。 
その後、解除要因レジスタをクリアします。 

引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
INT_IRQ0 

概 要 IRQ0 割り込み処理（ディープソフトウェアスタンバイモード遷移） 
ヘッダ  
宣 言 void INT_IRQ0(void) 
説 明 IRQ0 入力による割り込み処理。 

goto_deep_standby 関数を実行します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
INT_CMT_CMI0 

概 要 CMI0 割り込み処理（ポート G 制御） 
ヘッダ  
宣 言 void INT_CMT_CMI0(void) 
説 明 カウンタ値（g_cnt_led_blink）を元に呼び出したパターンデータ

（g_buf_cmt_LedPatternWork[]）を使い、ポート G を制御して LED を点滅させます。

引 数 なし  
リターン値 なし 
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6.8 フローチャート 

6.8.1 メイン処理 
図 6.2に メイン処理のフローチャートを示します。 

main

内蔵ROM上のLED点滅パターン

データを高速内蔵RAMにコピー

割り込みによるディープソフトウェア

スタンバイモードからの復帰？

ディープソフトウェアスタンバイ

リセットフラグクリア

No（リセットによる復帰）

Yes

割り込みマスクビットの0クリア
set_imask(0)

解除処理実行
cancel_deep_standby

コンペアマッチタイマ初期設定
io_init_cmt

IRQ0初期設定
io_init_irq

ピンファンクションコントローラ初期設定
io_init_pfc

高速内蔵RAM上の配列変数初期化

保持用内蔵RAM上の配列変数初期化

 

図 6.2 メイン処理 
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6.8.2 ピンファンクションコントローラ初期設定 
図 6.3に ピンファンクションコントローラ初期設定のフローチャートを示します。 

io_init_pfc

PG0の端子機能をIRQ0に設定

PG1の端子機能をIRQ1に設定

PGCRL1レジスタ

PG0MDビット = 1
PG1MDビット = 1

return

PG8～11の端子機能を

I/Oポートに設定

PG8～11のI/Oポートを

出力に設定

PGCRL1レジスタ

PG11MD～PG8MDビット = 0

PGIORLレジスタ

PG11IOL～PG8IOLビット = B'1111

PG8～11の初期データを

Lowに設定

PGDRLレジスタ

PG11DR～PG8DRビット = 0

 

図 6.3 ピンファンクションコントローラ初期設定 
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6.8.3 コンペアマッチタイマ初期設定 
図 6.4に コンペアマッチタイマ初期設定のフローチャートを示します。 

io_init_cmt

CMTのモジュールスタンバイ解除

CMCNT_0のカウント停止

CMI0コンペアマッチ割り込み許可

CMCNT_0用クロックをPφ/512に設定

CMCNT_0カウンタクリア

CMTコンペアレジスタ_0設定

（100ms）

CMCNT_0のカウント開始

return

STBCR4レジスタ

MSTP42ビット = 0

CMSTRレジスタ

STR0ビット = 0

CMCSR_0レジスタ

CMIEビット = 1
CKSビット = B'11

CMCNT_0レジスタ ← 0

CMCOR_0レジスタ ← 9765

CMSTRレジスタ

STR0ビット = 1

CMI0の割り込みレベルを設定
IPR08レジスタ

CMT0ビット = 10

 

図 6.4 コンペアマッチタイマ初期設定 
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6.8.4 IRQ 初期設定 
図 6.5に IRQ初期設定のフローチャートを示します。 

io_init_irq

IRQ0の検出モードを

立ち下がりエッジに設定

ICR1レジスタ

IRQ0Sビット = 1

IPR01レジスタ

IRQ0ビット = 12IRQ0の優先順位のレベルを設定

return
 

図 6.5 IRQ 初期設定 
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6.8.5 ディープソフトウェアスタンバイモード遷移処理 
図 6.6に ディープソフトウェアスタンバイモード遷移処理のフローチャートを示します。 

goto_deep_standby

保持用内蔵RAMの

モジュールスタンバイ解除

保持用内蔵RAMへデータをコピー

保持用内蔵RAMの任意の

アドレスに対してリードおよびライト

ディープソフトウェアスタンバイモード中の

保持用内蔵RAMへの内部電源供給を設定

ディープソフトウェアスタンバイモード

解除時の発振安定待ち時間設定(10.2ms)

ディープソフトウェアスタンバイモードの

解除要因を設定(IRQ1の立ち下がりエッジ)

ディープソフトウェアスタンバイモード

遷移設定

ディープソフトウェアスタンバイモード

解除要因フラグクリア

SLEEP命令実行

return

STBCR3レジスタ

MSTP31ビット = 0

DPSTBCRレジスタ

RAMCUTビット = 0

DPSWCRレジスタ

WTSELビット = 1
WTSTS[6:0]ビット = B'0111110

  （H'3E）

SIERレジスタ

DIRQ1Eビット = 1
DPSIEGRレジスタ

DIRQ1EGビット = 0

STBCRレジスタ

STBYビット = 1
DPSTBCRレジスタ

DPSTBYビット = 1

SIFRレジスタ ← 0
KSSRレジスタ ← 0
TI32SRレジスタ ← 0
RSTSRレジスタ

DPSRSTFビット = 0

（設定後に各レジスタ読み出し）

（クリア後に各レジスタ読み出し）

［引数］

void＊dest：コピー先の領域の先頭番地

void＊src：  コピー元の領域の先頭番地

size_t size：コピーするデータサイズ

 

図 6.6 ディープソフトウェアスタンバイモード遷移処理 
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6.8.6 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモード復帰時処理 
まず、ディープソフトウェアスタンバイモード遷移時に設定したレジスタをクリアします。 

次に、解除要因が IRQ1 だった場合、保持用内蔵 RAM にある LED 点滅パターンデータを高速内蔵 RAM
にコピーします。 

解除要因が IRQ1 以外の場合、内蔵 ROM から高速内蔵 RAM へ LED 点滅パターンデータをコピーします。 

最後に、解除要因のスタンバイインタラプトフラグレジスタ（SIFR）をクリアします。 

 
図 6.7に ディープソフトウェアスタンバイモード復帰時処理のフローチャートを示します。 

cancel_deep_standby

return

IRQ1による解除？

保持用内蔵RAMにあるLED点滅

パターンデータを高速内蔵RAMにコピー

内蔵ROMにあるLED点滅

パターンデータを高速内蔵RAMにコピー

No

Yes

ディープソフトウェアスタンバイモード

の遷移設定を解除

ディープソフトウェアスタンバイモード

解除要因設定をクリア

DPSIEGRレジスタ

DIRQ1EGビット = 0
SIERレジスタ

DIRQ1Eビット = 0

DPSTBCRレジスタ

DPSTBYビット = 0
STBCRレジスタ

STBYビット = 0

解除要因レジスタクリア
SIFRレジスタ ← 0

 

図 6.7 ディープソフトウェアスタンバイモード復帰時処理 
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6.8.7 IRQ0 割り込み処理（ディープソフトウェアスタンバイモード遷移） 
図 6.8に IRQ0 割り込み処理（ディープソフトウェアスタンバイモード遷移）のフローチャートを示します。 

INT_IRQ0

ディープソフトウェア

スタンバイモード遷移処理
goto_deep_standby

return
 

図 6.8 IRQ0 割り込み処理（ディープソフトウェアスタンバイモード遷移） 
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6.8.8 CMI0 割り込み処理（ポート G 制御） 
図 6.9に CMI0 割り込み処理（ポートG制御）のフローチャートを示します。 

INT_CMT_CMI0

割り込みフラグクリア

カウンタ値(g_cnt_led_blink)を元に

呼び出したパターンデータを、ポートG
データレジスタ(PGDR)に書き込み

カウンタ値(g_cnt_led_blink)を
インクリメント

g_cnt_led_blink
≧ LED_DATA_NUM？

return

カウンタ値(g_cnt_led_blink)を0クリア

No

Yes

PGDRLレジスタ

PG11DR～PG8DRビット =
g_buf_cmt_LedPatternWork[g_cnt_led_blink]

CMCSR_0レジスタ

CMFビット = 0

 

図 6.9 CMI0 割り込み処理（ポート G 制御） 
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7. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 

8. 参考ドキュメント 
ハードウェアマニュアル 

SH7231グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
開発環境マニュアル 

SuperH C/C++コンパイラパッケージ V.9.04 ユーザーズマニュアル Rev.1.01 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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ルネサス エレクトロニクスホームページ 
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すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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